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「高野山有田川流域の伝統的農林業システム」を

日本農業遺産への
登録を目指します

有田川町（旧清水町地域）・高野町・かつらぎ町（旧花
園村地域）の伝統的農林業システムは世界でここだけの

“遺産”。日本農業遺産に登録し、次世代に継承するとと
もに、魅力を世界に発信するための取り組みが始まって
います。

問 金屋庁舎産業課・清水行政局産業振興室

日
本
農
業
遺
産
と
は
、
日
本
に
お
い

て
将
来
に
受
け
継
が
れ
る
べ
き
伝
統
的

な
農
林
水
産
業
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
持
つ

地
域
を
認
定
す
る
制
度
で
す
。
日
本
に

お
け
る
重
要
性
、
歴
史
的
・
現
代
的
に

重
要
性
が
あ
る
地
域
で
、
共
通
の
農
林

業
シ
ス
テ
ム
を
有
す
る
旧
市
町
村
以
上

の
広
が
り
の
あ
る
地
域
が
対
象
と
な

り
、
農
林
水
産
大
臣
が
認
定
し
ま
す
。

な
お
、
認
定
後
の
土
地
な
ど
の
特
別
な

規
制
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
高
野
山
有
田
川
流
域
の
伝
統
的

農
林
業
シ
ス
テ
ム
」
と
は

　

高
野
山
有
田
川
流
域
は
真
言
密
教
の

教
え
の
も
と
で
、
互
い
の
農
林
業
や
生

活
を
支
え
合
っ
て
き
ま
し
た
。

　

真
言
密
宗
に
基
づ
い
た
高
野
山
の

”自
然
と
の
共
生
に
よ
る
森
づ
く
り
“

は
、
有
田
川
の
清
流
を
豊
か
に
育
ん
で

い
ま
す
。
一
方
で
清
水
・
花
園
地
域
は
、

そ
の
有
田
川
の
恵
み
を
最
大
限
に
い
か

し
た
棚
田
や
棚
畑
で
の
農
業
を
営
ん
で

き
ま
し
た
。
仏
教
祭
事
に
欠
か
せ
な
い

シ
キ
ミ
や
コ
ウ
ヤ
マ
キ
を
は
じ
め
と
し

た
農
産
物
を
生
産
供
給
す
る
こ
と
で
、

高
野
山
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
ま
す
。

　
「
清
流
有
田
川
の
水
源
涵か
ん

養
と
利
用
」

と
「
高
野
山
の
宗
教
」
で
互
い
の
地
域

が
結
ば
れ
る
農
林
業
シ
ス
テ
ム
は
、
先

人
の
努
力
が
造
り
上
げ
、
何
世
代
も
引

き
継
い
で
き
た
世
界
で
こ
こ
だ
け
の

〝
遺
産
〟
で
す
。

認
定
に
よ
り
期
待
さ
れ
る
効
果

●
認
定
後
の
農
林
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化

　

山
椒し
ょ
う・
米
・
野
菜
・
保
田
紙
・
コ
ウ

ヤ
マ
キ
・
材
木
な
ど
、
日
本
農
業
遺
産

認
定
地
域
で
生
産
さ
れ
た
品
と
し
て
Ｐ

Ｒ
。
今
ま
で
以
上
の
知
名
度
向
上
や
幅

広
い
分
野
で
の
利
用
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

●
遺
産
資
源
を
活
用
し
た
観
光
産
業
の
創
出

　

３
地
域
で
連
携
し
た
観
光
ル
ー
ト
の

設
定
な
ど
に
よ
り
、
物
見
遊
山
で
は
飽

き
足
り
な
い
観
光
客
や
研
修
地
が
必
要

な
学
生
の
受
け
皿
と
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
交
流
施

設
な
ど
の
既
存
施
設
の
有
効
活
用
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。


